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生駒市心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例をここに公布する。  
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生駒市心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例 

生駒市心身障害者医療費助成条例（昭和４７年３月生駒市条例第２号）の一部

を次のように改正する。 

第２条第１項に次の２号を加える。 

(3) 前年の所得（１月から７月までの間に受けた医療に係る医療費について

は、前々年の所得とする。以下同じ｡)が、所得税法（昭和４０年法律第３３

号）に規定する控除対象配偶者及び扶養親族（以下「扶養親族等」という｡)

の有無及び数に応じて、国民年金法等の一部を改正する法律の施行に伴う経

過措置に関する政令（昭和６１年政令第５４号）第５２条により読み替えら

れた国民年金法施行令等の一部を改正する等の政令（昭和６１年政令第５３

号）第１条の規定による改正前の国民年金法施行令（昭和３４年政令第１８

４号。以下「旧国民年金法施行令」という｡)第６条の４第１項に規定する額

を超えない者 

(4) 配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にあ

る者を含む｡)又は民法（明治２９年法律第８９号）第８７７条第１項に定め

る扶養義務者がある者にあっては、当該配偶者又は扶養義務者で主として心

身障害者の生計を維持するものの前年の所得が、扶養親族等の有無及び数に

応じて、旧国民年金法施行令第６条の４第３項に規定する額を超えないもの 

第２条に次の１項を加える。 

３ 第１項第３号及び第４号に規定する所得の範囲及びその額の計算方法は、旧



国民年金法施行令第６条及び第６条の２の規定の例による。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２８年８月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の生駒市心身障害者医療費助成条例の規定は、この条例の施行の日以

後に行われる医療に係る医療費の助成について適用し、同日前に行われた医療

に係る医療費の助成については、なお従前の例による。 

 


